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あ
と
が
き

本
書
は
、『
土
左
日
記
』
を
「
日
本
文
学
」
の
「
古
典
」
と
い
う
狭
い
枠
組
み
か
ら
解
き
放
ち
、
思
想
史
、

文
化
史
、
歴
史
、
哲
学
、
世
界
文
学
等
々
周
辺
科
学
の
広
い
視
野
に
立
ち
、
そ
の
分
野
の
力
を
借
り
て
作
品
の

可
能
性
を
見
い
出
し
検
証
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。
書
名
『
土
左
日
記
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転

回
』
は
、
そ
う
し
た
意
を
込
め
つ
つ
、
既
存
の
研
究
姿
勢
に
対
す
る
「
挑
発
」
で
も
あ
る
。

第
一
部
は
、
編
者
二
人
の
奉
職
す
る
高
知
県
立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
座
談
会
『
土
左

日
記
』
再
検
討
─
思
想
文
化
、
歴
史
哲
学
、
世
界
文
学
、
散
文
─
」（
高
知
県
立
大
学
・
同
文
化
学
部
共
催
）
の

模
様
を
収
録
し
た
。

第
二
部
は
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
扱
っ
た
問
題
の
発
展
や
あ
る
い
は
新
た
な
問
題
意
識
に

よ
り
執
筆
さ
れ
た
論
文
を
掲
載
し
た
。
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
扱
え
な
か
っ
た
問
題
の
補
足
を
パ
ネ
ラ
ー

以
外
に
原
稿
依
頼
し
、
日
本
漢
文
の
立
場
か
ら
佐
藤
信
一
氏
の
稿
を
掲
載
す
る
に
及
ん
だ
。

さ
て
本
書
の
企
画
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
二
〇
一
四
年
の
暮
れ
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
年
に
第
四
著
作
集
『
土

左
日
記
虚
構
論
─
初
期
散
文
文
学
の
生
成
と
国
風
文
化
』
を
刊
行
す
べ
く
旧
稿
を
読
み
直
し
手
を
入
れ
て
い
る
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く
都
市
的
で
も
な
く
、
さ
ら
に
貴
族
的
で
も
な
い
と
い
う
三
重
の
意
味
で
「
私
的
」
世
界
（
公
的
世
界
に
対
比

し
て
）
で
あ
っ
た
の
だ
。（
…
）
当
時
第
一
級
の
文
人
で
あ
っ
た
貫
之
に
よ
っ
て
、
初
め
て
船
頭
や
楫
取
や
海

女
な
ど
地
方
民
衆
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」（「「
国
風
文
化
」
の
特
質
」
225
頁
）

と
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
『
土
左
日
記
』
を
「
世
界
文
学
」
と
し
て
読
み
う
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
切

り
拓
く
発
言
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
私
の
立
場
か
ら
は
、
む
し
ろ
『
源
氏
物
語
』
の
続
篇
「
宇
治
十
帖
」

の
世
界
、
価
値
観
を
先
取
り
を
し
て
い
る
と
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
民
衆
史
を
基
調
と
す

る
木
村
氏
の
観
点
は
本
書
の
刊
行
以
前
に
既
に
、「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
を
遂
げ
て
い
た
と
言
う
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。

哲
学
の
鹿
島
徹
氏
の
存
在
は
、
そ
の
「
転
回
」
を
促
す
、
起
爆
剤
で
あ
る
。
一
見
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
が
、
し
か
し
、
確
か
に
在
る
も
の
と
し
て
読
ま
な
け
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
、「
知
の
ア
マ
チ
ュ

ア
」
を
標
榜
す
る
鹿
島
氏
の
歴
史
哲
学
的
な
立
場
の
よ
う
で
あ
る
。
鹿
島
氏
は
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

著
書
の
翻
訳
者
と
し
て
『［
新
訳
・
評
注
］
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
』（
未
來
社
、
二
〇
一
五
年
）
も
刊
行
さ
れ

て
い
る
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
み
な
ら
ず
、
近
年
精
力
的
に
執
筆
さ
れ
た
一
連
の
論
稿
が
あ
り
、
既
に
『
土
左
日

記
』
の
歴
史
哲
学
的
な
研
究
の
第
一
人
者
だ
と
言
え
よ
う
（「
過
去
の
痕
跡
と
の
出
会
い
─
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
『
土
左

日
記
』
─
」『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
學
』
創
刊
第
1
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
二
月
。「
日
記
を
書
く
者
─
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン

と
、
問
題
部
分
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
も
っ
と
広
い
視
野
か
ら
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
早
速
、
武
蔵
野
書
院
の
前
田
智
彦
社
長
に
お
お
ま
か
な
趣
旨
と
企
画
を
お
話
し
、
幸
い

快
諾
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
本
書
刊
行
の
道
筋
が
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。

『
土
左
日
記
』
は
五
十
九
首
の
和
歌
と
二
首
の
歌
謡
、、
合
計
六
十
一
首
の
歌
を
所
収
し
て
い
る
。
そ
の
構
成

か
ら
す
れ
ば
、
あ
り
て
い
に
「
歌
の
本
」
と
い
う
印
象
が
強
い
。
だ
か
ら
従
来
は
、
和
歌
に
比
重
を
置
い
た
研

究
が
な
さ
れ
て
き
た
し
、
今
後
も
基
本
的
に
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
土
左
日
記
』
を
嚆
矢
と
し
て

『
蜻
蛉
日
記
』
な
ど
王
朝
女
流
の
日
記
文
学
が
発
生
し
、
物
語
文
学
の
『
源
氏
物
語
』
に
繋
が
る
散
文
の
文
学

の
歴
史
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
所
収
の
「
和
歌
」
の
み
な
ら
ず
、「
地
の
文
」・「
会
話
文
」・「
内
話

文
」・「
草
子
地
」・「
自
由
間
接
言
説
」・「
自
由
直
接
言
説
」
等
々
の
、『
土
左
日
記
』
を
構
成
す
る
言
説
の
分

析
を
通
し
て
、
も
っ
と
散
文
じ
た
い
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
た
研
究
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が

私
の
持
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
も
、「
日
本
文
学
」
の
「
古
典
」
と
い
う
狭
い
見
地
か
ら
の
見
直
し
の
提

案
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
本
書
の
企
画
構
想
に
お
い
て
、
歴
史
学
の
木
村
茂
光
氏
の
存
在
、
お
よ
び
そ
の
著
書
『「
国
風
文
化
」

の
時
代
』（
青
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）
は
、
大
き
な
暗
示
で
あ
っ
た
。
夙
に
木
村
氏
は
、「
紀
貫
之
が
最
初
に

私
的
な
世
界
と
し
て
描
い
た
の
が
地
方
の
人
々
と
そ
の
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
た
い
。
政
治
的
で
も
な
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惑
し
、
何
も
返
答
で
き
な
か
っ
た
。
強
烈
な
思
い
出
で
あ
る
。
そ
ん
な
突
拍
子
も
な
い
疑
問
を
呈
し
た
同
僚

の
、
ヨ
ー
ス
・
ジ
ョ
エ
ル
氏
の
顔
を
、
宇
宙
人
を
見
る
よ
う
に
見
返
し
た
私
は
、
し
か
し
、〈
そ
ん
な
疑
問
に

回
答
で
き
た
ら
、
こ
れ
は
す
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
〉
と
も
思
い
直
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
印
象
を
今

日
ま
で
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
き
て
、
ど
う
や
ら
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
の
萌
芽
は
、〈
ヨ
ー
ス
さ
ん
に
あ

っ
た
の
か
〉
と
気
づ
き
、
共
編
者
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
序
文
の
執
筆
とSum

m
ary

の
作
成
を
依
頼
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
ラ
ー
の
選
定
は
右
の
よ
う
な
理
由
に
拠
っ
た
の
だ
が
、
当
日
の
司
会
は
同
僚
で
、
ハ

ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
を
専
門
と
す
る
米
文
学
の
研
究
者
、
山
口
善
成
氏
に
お
願
い
を
し
た
。
皆
さ
ん
の
賛
同

が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
最
初
か
ら
〈
公
開
で
）
と
は
考
え
な
か
っ
た

が
、〈
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
が
一
同
に
介
し
て
、
何
も
「
東
京
」
の
「
密
室
」
で
行
う
こ
と
も
な

い
じ
ゃ
な
い
か
〉
と
思
い
、
急
遽
、「
地
域
貢
献
」
の
道
を
探
っ
た
。
二
〇
一
五
年
四
月
高
知
県
立
大
学
永
国

寺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
道
を
隔
て
た
旧
グ
ラ
ン
ド
に
教
育
研
究
棟
を
完
成
さ
せ
、
僅
か
の
距
離
な
が
ら
一
区
画
別

の
区
画
に
移
転
し
た
。
二
百
人
を
越
え
る
人
数
を
収
容
可
能
な
大
教
室
が
三
つ
も
新
設
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
い
っ
た
催
し
を
す
る
に
も
っ
て
こ
い
の
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
開
催
の
た
め
の
費
用
に
は
苦
慮
し
た
が
、

偶
々
、
南
裕
子
学
長
よ
り
私
用
の
メ
ー
ル
が
あ
り
、
返
信
に
「
実
は
…
…
」
と
、
こ
の
話
を
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
、
学
長
管
理
分
の
予
備
費
よ
り
頂
戴
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
開
催
の
目
処
が
た
っ
た
。

シ
ュ
タ
イ
ン
と
紀
貫
之
─
」『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
學
』
第
2
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
。「
楫
取
と
船
君
─
逆
な
で
に

読
む
『
土
左
日
記
』」『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
學
』
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
六
月
。「
仮
名
文
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
─

『
土
左
日
記
』
に
お
け
る
〈
虚
実
〉
問
題
・
再
考
─
」『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
學
』
第
4
号
、
二
〇
一
三
年
九
月
。「
哲

学
的
歴
史
理
論
か
ら
見
た
『
土
左
日
記
』」『
武
蔵
野
文
学
』
61
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
。）

私
が
出
会
っ
た
頃
の
ス
エ
ナ
ガ 

エ
ウ
ニ
セ
氏
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
東
京
大
学
の
大
学
院
に
留
学
し
た
『
源

氏
物
語
』
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。
近
年
、
村
上
春
樹
の
翻
訳
家
と
し
て
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、

彼
の
巡
礼
の
年
』
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
を
刊
行
し
、
翻
訳
家
に
転
身
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
そ
の
立
場
か

ら
「
世
界
文
学
」
と
し
て
の
『
土
左
日
記
』
の
可
能
性
を
説
い
て
い
た
が
、『
土
左
日
記
』
の
ホ
ル
ト
ガ
ル
語

訳
を
試
み
た
と
こ
ろ
か
ら
、
第
二
部
の
論
文
は
新
た
な
転
回
な
い
し
、
展
開
を
見
せ
て
い
る
。

本
務
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
授
業
に
、「
文
化
学
入
門
」（
オ
ム
ニ
バ
ス
）
と
い
う
講
義
が
あ
っ
た
。
毎
回
、
文
化

学
部
の
教
員
が
二
人
一
組
単
発
で
、
学
部
一
年
生
に
向
け
て
「
文
化
と
は
何
か
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
啓

蒙
す
る
と
い
う
趣
旨
で
、
或
る
年
私
は
『
土
左
日
記
』
を
題
材
に
話
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
準
備
を
し

て
い
た
時
だ
っ
た
ろ
う
と
記
憶
す
る
が
、
偶
々
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
日
本
思
想
史
・
日
本
文
化
史
を
専
門
と

す
る
同
僚
教
員
は
、
私
の
資
料
を
眺
め
る
と
、「
先
生
、
紀
貫
之
が
『
土
左
日
記
』
を
書
い
た
頃
、
世
界
は
ど

ん
な
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
ね
え
」
と
い
う
問
い
を
発
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
た
こ
と
も
無
か
っ
た
の
で
困
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
協
賛
企
業
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
武
蔵
野
書
院
の
前
田
智
彦
社
長
は
、
お
う
ふ
う
の
坂
倉

良
一
社
長
と
話
し
合
い
、
費
用
を
両
社
の
折
半
と
い
う
こ
と
で
、
ポ
ス
タ
ー
を
印
刷
し
、
全
国
の
大
学
や
研
究

機
関
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
っ
た
ば
か
り
か
、
開
催
当
日
は
遥
々
来
高
さ
れ
見
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

後
援
は
、
高
知
新
聞
社
・
R
K
C
高
知
放
送
・
N
H
K
高
知
放
送
局
・
高
知
県
立
文
学
館
・
高
知
県
立
図

書
館
・
高
知
市
民
図
書
館
・
公
益
法
人
高
知
市
文
化
振
興
事
業
団
・
高
知
市
教
育
委
員
会
・
土
佐
山
内
家
宝
物

資
料
館
・
土
佐
史
談
会
・
イ
ー
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ズ
財
団
が
名
を
連
ね
て
く
だ
さ
っ
た
。

当
日
の
準
備
と
片
づ
け
は
、
私
が
主
催
す
る
「
県
民
源
氏
物
語
講
読
の
会
」
の
中
川
雅
子
氏
、
片
岡
磨
早
子

氏
、
宮
地
令
子
氏
、
東
原
研
究
室
の
卒
業
生
高
橋
美
由
紀
さ
ん
の
音
頭
で
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
、
ヨ
ー
ス
ゼ
ミ
の

学
生
さ
ん
が
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
。
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
写
真
は
、
東
原
ゼ
ミ
の
小
村
千
晶
さ
ん
撮

影
の
も
の
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
々
様
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
一
六
年
一
〇
月

東
　
　
原
　
　
伸
　
　
明
　




